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すべてはこの記事から始まった



始まりは、匿名さんの投稿から
きっかけは、入来院先生から「僕が忘れられない記事なんだ」と教えても
らったこと。「え、そんな投稿ありましたっけ」と私。帰社後、資料室で
一斉捜索。原稿料の支払いノートをもとに、匿名さんの場所、お名前を特
定。彼女に取材を申し込んだ。

彼女は当時、２０代。本当に牛が好きで、飛び込んだ酪農の世界で２回も
農作業事故に遭っていた。１回目は北海道の酪農家。「労災保険に入るゆ
とりがない」として、治療費は最初は払ってもらったが、２回目の治療は
１万円を渡して終わり。

次の事故は、埼玉県の酪農家で。ホースにつまづいて足の関節にひびが入
るも「個人が入れる労災保険ってないんだよね」（本当はある）と言われ、
泣く泣く自腹。その後、退職した

→１人でも雇ったら労災保険を。それがまだ現場にも浸透していなかった。

いまはどうか。暫定任意適用事業の壁がそれを阻んでいないか。





なぜ、労災保険に入らなければならないの
か。「入ってて助かった」事例を紹介。
取材の経緯

東京の女性農家から、夫を亡くした仲間がいるから、ぜひ事故
を無くすためにも紹介してちょうだいと言われ、すぐ連絡。

北海道の空知管内の農家で朝、夫がロータリーに巻き込まれた
まま亡くなってしまった。娘も交通事故で亡くし、広い家に
たった一人で暮らしていた。ただ、夫は厳しい経営の中でも、
労災保険とＪＡ共済をかけていた。それが妻の暮らしを支えた。
農業者年金と合わせて月２０万円を給付されており「夫も亡く
し、お金がなければいよいよみじめ。私は本当に救われた」。

→報道後、「すぐに労災保険に入った」という農家もいた



残された課題（労災問題を中心に）

①労災保険の特別加入者をどう増やすか。
２０２１年は、基幹的農業従事者の１割程度（９．５％）。事故が多発

する中で、万一の際に遺族への一生涯の補償がある労災保険の加入は急務。

②暫定任意適用事業をどうするか
もういいかげん、撤廃すべき。従業員を１人でも雇ったら労災保険の強

制適用にしなければ、万一の際は、雇用主が全額を補償しなくてはならな
い。１人でも雇えば労働法は適用されるのに、暫定任意適用事業（５人未
満は任意加入のまま）はおかしい。

③「多様な農業者」をどう扱うか。

半農半Ｘ、地域おこし協力隊、JA職員、１日バイトなど多様な人材の労災
加入はどうなるのか。

④ 従業員以外の個人農家の安全対策はどうなるのか。
厚労省は、農業現場で働く労働者への雇い入れ時教育、農機研修の義務

化方針などを打ち出したが、肝心の個人経営の農家はどうなるのか。安全
の格差が生まれている。



農業青年の闘いで勝ち取った「労災保険」
特別加入制度を無駄にしてはならない。

（２０１０年１月論説から）



命より大事なものってあるのですか。

経済優先から命が優先される社会へ。

ありがとうございました。


